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１。はじめに
　平成10年12月告示の中学校学習指導要領（1）において，「道徳教育」は学校の教育活動全体を通じ
て行うものであり，教育基本法及び学校教育法に基づき，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念
を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな心を持ち，個性豊かな文化
の創造と民主的な社会及び国家の発展に努め，進んで平和的な国際社会に貢献し未来を拓く主体性
のある日本人を育成するため，その基盤としての道徳性を養うことを目標とされる。これらの背景
には，現在の学校教育が抱える問題，たとえば「一向に減らないいじめ」や「自殺」さらに「神戸
市須磨区の小学生殺人事件の容疑者として，中学生が逮捕されたこと」等が挙げられる。
　さらに学習指導要領によれば，道徳教育を進めるに当たっては，教師と生徒相互の人間関係を深
めるとともに，生徒が人間としての生き方についての自覚を深め，家庭や地域社会との連携を図り
ながら，ボランティア活動や自然体験活動などの豊かな体験を通して生徒の内面に根ざした道徳性
の育成が図られるよう配慮しなければならないとある。
　ここで問題となるのは，教師ど生徒相互の人間関係を深めることと道徳性の育成が連動されてい
ることである。実際学校現場では，その危機の１つに，生徒同士のコミュニケーション能力の欠如
が考えられる。その結果，学校行事やホームルーム運営が貧相になりつつあるとも捉えられる。よっ
てこのような問題に対し，文部省は学習指導要領に「こころの教育」を掲げ, 2002年からの週５日
制の完全実施，課題を解決することによる「生きる力」を付ける「総合的な学習」の実施を提示し
た（2）。
　もちろん現在の学校教育におけるコミュニケーションの貧相化は，予想し得なかったわけではな
い。たとえば「カウンセリングマインドを生かした生徒とのかかわり」のもと，さまざまな教師へ
の研修が試みられてきた経緯が存在しよう。さらに道徳教育においては生徒に資料中の登場人物に
映して，自分の感じ方や考え方を表現させたり，心の交流や心の動きを豊かにする授業づくりが提
案されている（3）。つまり道徳授業の展開でも，教育相談的な心の接し方，見方や態度は，生徒と教
師，生徒同士の関係性に非常に重要と認識される。
　人間関係において，共感的理解さらに受容は豊かな要素となりうる。相手の話や気持ちに本気で
耳を傾け，心を開き，心を通わせるコミュニケーションそのものが道徳的価値を有していまいか。
　本稿ではまず来談者中心療法の基本的支柱であり，人間関係においても重要と認識される「共感
的理解」について概念を明確にする。
　さらにその視点から実際に中学校で使われている道徳の授業資料を分析し，「人間愛・思いやり」
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という主題において，どのような授業がのぞまれるのかを考察するｏ　　　　｡･
　道徳は学校の教育活動全体を通じて，道徳的な心情，判断力√実践意欲と態度などの道徳性を養
うこととして，道徳的価値及び人間としての生き方についでの自覚を深めト実践力を育成するもの
とされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　主として他の人とのかかわりに関することでは，
　１　礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとくるノ　ニニ
　２　温かい人間愛の精神を深め，他の人々に対し感謝と思いやりめ心をも:つ。
　３　友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励ま七合い，さらに高め合う。
　４　男女は，互いに異性についての正しい理解を深め√相手ﾚの人格を尊重する。
　５　それぞれの個性や立場を尊重し，いろいろなものの見方や考え方があyることを理解して，謙
　　虚に他に学ぶ広い心をもつ。　　　　　　　　＼　…………万｡==　■■　■■　　■
が挙げられている（4）。ではそれらはどのように養うのか。実践的な教師の心構えや技術については
まったくと言ってよいほど触れられていない。ここで挙げる来談者中心療法の共感的理解は上の他
者との関わりにおいて，非常に重要な目標と過程つまり道徳的価値を有している。本稿では「他者
との豊かな関係」構築のため，「心の教育」を指向する道徳教育においで，要素である「共感的理
解」を醸成する意義と技術が，どのように有効かを考察することによって，そめ道徳授業改善のた
めの提言を行うものである。　　　　　　　　　　　：　　　］･　＼　:･･　づ　･･
２。豊かな人間関係構築の根底に必要な共感的理解の概念
　　「共感的理解」とは「対人関係における内的世界の私的な個人的意味を，自分自身のもののよう
に感じながら，決しで～のような”という性質を失わないようにする共感または感情移入を伴
う理解」と定義する（5）。　　　　　　　　　　　　　■■■　　　■　　■　■■　　■■
　木原は共感的理解を出会い的人間関係の中で成立するものと提示しでいる（6）。たとえば子どもに
せよ大人にせよ，個人なりにの行動にはその人なりの行動の枠組み／論理があると考えられる。こ
こでの行動は，ものの見方，考え方√感じ方も含めた行動の仕方であるノそれらは，その個人がこ
れまでの人生のすべての経験を通じて得たものであり，「情動」や「欲求」「価値観」「人生観」「こ
うなるべきだ一信念」などのさまざまな認知的な枠組みと結びうﾌﾟいでい=るレ
　一事例として時間の約束に異常にこだわる女性がいたとす宍る。……=:その女性には，現在交際中の男性
がいる。二人はデートの約束をし，男性は約束の時間にたまたま電車の時間が遅れ遅刻した。それ
を詫びたが，時間に遅刻することを極端にこだわる女性は許さない。▽問題はなぜ許さないかである。
その女性の過去には，たびたび母親や父親から「時間にルＴズな人間｡は」最低である」というように
躾けられ，もし時間にルーズな行いをしたら，厳しく呵責されたj経験を持っていた。そして５分前
にはかならず到着することを信条とし，自分自身が約束に遅れた記憶は持っていない。結局女性は
男性を責め，男性は許してもらえず，自身も相手の思いやりﾄと執着に嫌気を生じて喧嘩になり，気
まずく分かれる事態に至ってしまう。　　　　　　　　　　尚尚｡｡　　　･｡｡
　もし女性が自分の過去をこの男性に打ち明けご男性が女性の身になっで謝ることができれば，事
態は大きく変化する可能性がある。また男性が謝りながらレ彼め異常な執着に対して訪ねる余裕を
持ち，彼女の怒りの裏にある枠組みを引き出すことが可能であづだならば，最悪の事態は回避でき
たと考えられよう。　　　　　　　　　　　　　　■　■　　■　　＼　＼　＼j　ﾉ=
　このように共感的理解とは，彼なりの論理，彼女なりの枠組みに即してその行動を理解すること
とされる。学校ならば子どもなりの枠組み，論理があり，それは子どもの中に内在しているものと
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考えられる。よって共感的理解は内在的理解とも言われる。教師が自分の論理や枠組みで子どもを
理解するのは，子どもにとっては当然のことながら教師の論理や枠組みが外在しているのであり，
外在的理解と言われる。外在的理解はともすると評価的理解となる（7）。
　上の事例でいえば，青年も女性も自分の論理を持って相手の行動を理解しているのであり，青年
から女性をみれば「時間にルーズな人間」，女性から青年をみれば丁融通の利かない神経質な人間」
というような評価的な理解をしてしまっていると言えよう。
　近年の学校では，友人関係がもっともストレスフルな事項になりつつある。子ども同士が人間関
係を築けなくなっている。高校生や中学生の多くが，
　　「同じクラスの人がどのように考えているか分からない」
　　「回りの友人が自分を理解していない」
　　「自分は一人ぼっちだ」
　　「友達とのつきあいに気を使う」
　　「クラスに自分の居場所がない」
等の思いが大きく，学校嫌いはますます増えている。またこの現象が中途退学にも関係があること
は容易に想像できよう。
　またこれらの背景には，現在の青年が置かれている多忙な状況がある。たとえば，
　　「とにかく忙しい」
　　「ゆったりとした時間がない」
　　「何もしないで時間が過ぎてしまう」
等の声が聞かれる。これは大学生になり，受験勉強から開放されたあとでも同じであり,何もしな
いで時間を過ごすことへの不安や焦燥さえも存在するのではないだろうか。
　このような状況で，青少年が社会生活上「共感的理解」を人間関係に導入するには√ｽ明らかに教
育的意図を持って学習の機会を作らねばならない。
　たとえば特別活動分野におけるクラブ活動，修学旅行さらにホームルームガイダンスなどの実践，
また2002年から施行される「総合的な学習の時間」においても，子どもが課題を共有し，解決の方
策を模索していく点で，コミュニケーション能力育成は不可欠な条件となろう。もちろん道徳の時
間においても，共感能力の重要性，共感的理解を行う指向性と技術を身につける学習の場として位
置付けられよう。
　Rogers (1965)はその著「人間関係論」の中で，援助的な関係をいかに育成するかという問題
の中で，共感(empathy)を条件として挙げている。個人の混乱，はにかみ，怒り，不当に扱われ
たという気持ちなどをあたかもあなた白身のもののように感じるが，あなた自身の不確かさ，恐れ，
怒り，疑い，などをその中に結びつけないこと，これが努めて行わなければならない条件とされる。
そのような共感が互いの人間関係の中に醸成されるとき，お互いが世界の中で自由に振る舞えるよ
うになり，相手が漠然としか気付いていないことを伝えたり，自身の経験をあるがままに伝えるこ
とが可能となる。そのような人間関係を親友と呼ぶのではないか。
　しかし，そのような関係は簡単に作られるものではないと考えられよう。互いの交流の後に研讃
し合い，学習しながらできあがるものである。そのような関係を作るためには,明らかに意志が必
要である。
　ある個人がそのような人間関係を意志的に獲得し，その価値を知る経験を味わった時,その後は
誰にでもとは言えないが，共感を持つことが可能な人間関係を，他の新たに知り合った個人とも作
り得る。
　道徳の時間においても，共感を有する人間関係とはどのようなものであり，またどれはどの価値
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を有し，どのような過程を経て作られるのか学習する必要がある。………IjJ:
　現在のわが国の教育の危機的状況を見るとき，共感的理解を学ぶことは個人にとっても，国全体
の文化向上のためにもぜひ必要と言える。　　　　　　　＼十　犬　　　　レ
３．共感的理解を学ぶための道徳教育の実践例
　本稿で取り上げるのは，千葉県の中学校の道徳で使われている資杯9）に掲載されている「最後の
ジャンプ」という教材である。主題は「人間愛・思いやり」である。
　　｢明日は，陸上大会なんだから，もう終わりにしようぜ。｣　……
と武は言った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　｢そんなこと言ったって，この新聞，明後日は張りだ=さなければならないのよ。わたしだって，
　終わりにしたいわよ，でも…。｣　　　　　　　　　＼　　　＼
班長の北村さんが，武をにらみつけながら答えた。
　　｢武。はっきり言って，おまえのところがまだなんだぞ。も＼う/√他の班は張りだしているじゃ
　ないか。｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　十
と，仲のよい卓二までが，イライラしたようすで言った。
　　｢もう七時だよ。明日の大会が終わってから，きちんとやるから。このままぼくの机の上に置
　いてってくれよ。ぜったいに仕あげておくから。｣　＼　　　　………
　　｢先週の土曜日だってそう言って，結局，何もしていなかったじゃないの。本当に大丈夫なの?
　はずかしい思いをするのは，班長のわたしなんだからjね。｣………j:万
そう言われると，武は何も言えなくなってしまった。武は大会のことに夢中で，このところ何を
やっても，手に着かないのである。　　　　　　　　　し
　　｢明日の大会が終われば，気持ちもすっきりするから。＼絶対やうておく。コ信用してくれ。｣
と武はきっぱりと言った。　　　　　　　　　　　　　　:十　　　し
　　｢北村さん。武がここまで言っているんだからまかせようよ。だいじょうぶだよ。｣
　　｢そうね。じゃあ，ぎょうはもう終わりにしてかえり＼ましょうよ月曜日に来た時は，きっとこ
　の部分がうまって，素敵な新聞になるはずね。文化祭できっと入賞できるはずよ。｣
と，武の割りあてられた部分を指さしながら言う，北村さんの言葉が，武にはとてもわざとらし
く聞こえた○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡･＼∧･･｡･｡｡　　　･･｡1………
　　｢ああ。まかせてくれって。｣　　　　　　　　　　レニ　　　＼
武の言葉は，どこか捨て鉢だった。　　　　　　　　　ノ　　　　ニ
　　｢何よ。その言い方はないんじゃない?みんなあなたのため仁ﾉ残つているのよ。少しは，反
　省しなさいよ。｣　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
と，北村さんは，武につっかかった。　　　　　　　　……
　　｢ガタガタ言うなよ。明日，大会があるんだぜ。おれの身にも＼なってくれよ。｣
　　｢大会も大切だろうけど，新聞も大切なのよ。だいたい，どういう内容の記事にするのか決まっ
　ているの?｣
　　｢だいじょうぶだよ。まかせてくれって言っているだろう汀▽……
武は，そう言うと教室から走りさった。
あとに残った北村さんたち班員の相談する声が，武の耳に入ってきた。
　(おれの気持ちもしらないで。)　　　　　　　　　　＼　　　……=こj
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そうつぶやきながら，武は昇降口に向かった。
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日曜日は快晴であった。武は予選を通過し，決勝へと進んだ。
武の最後の跳躍になった。バーの高さは自己ベストの185センチで，これを超えれば優勝カップ
と都大会の切符を手にすることができる。
　　「くそ。この足さえなんともなければ。」
さっきの跳躍で痛めた左足がズキズキする。
顧問の辻先生にテーピングをしてもらった時。
　　「おまえの気持ちしだいだ。痛めていると思うな。一回は跳べる。」
と言われた。
遠くのスタンドから声援する声が聞こえた。いままでの厳しい練習のことが頭に浮かんだ。バー
は落ちなかった。
歓声が聞こえた。マットから立ちあがり，歓声にこたえようとした。
しかし，左足を着くことができなかった。
表彰式のあと，すぐに病院に向かった。靫帯を痛めていたのだ。とうてい，歩けるような状態で
はなかった。
辻先生は，武を家まで送ると。
　　「よくがんばった。きょうは安静にしていなさい。」
と言って，武の手を固くにぎりしめた。
辻先生が帰ったあと，武は気になっていた壁新聞のことを思いだした。
　（辻先生も，「安静にしていろ」と言われたし，しようがないか。）
と，つぶやいた。
翌日の月曜日，武は松葉づえをついて学校へと向かった。
教室に入り，自分の机の上の壁新聞を広げた。
武は，はっとした。壁新聞ができあがっていたのだ。
写真が貼ってある。武が優勝を決めた跳躍の写真と，班員全員がスタンドで応援している写真で
あった。
卓二のうれしそうな顔。北村さんの拍手している姿も写っている。
ふと，黒板に目を向けると。
　　｢武君，優勝おめでとう。｣
の大きな文字が目に入った。
　　｢ありがとう。ほんとうにありがとう。ぼくのために，こんなぼくのために。｣
涙でかすんだ武の目に，みんなの顔がはっきりと浮かんだ。
この資料のテーマ（主題）はどのようなものか。資料の指導書では次のように述べている叫。
　人間は，他の人とのかかわりの中で，互いに協力し合い，助け合って，人間として成長して
いく，他の人とかかわりを持つ上で大切なことは，他の人の立場を理解し，誰に対しても思い
やりの心をもち，親切にし，助け合うようにすることである。しかしながら，人間は，とかく
わが身可愛さで，他の人のことより自分のことを優先させがちである。また，自分の言動を顧
みることができず，他の人のよさを見つけ出そうとしたりすることがなかなかできないもので
ある。
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　中学生の低学年の時期，「相手に直接危害を加えるなどの迷惑をかけなければ何をしてもよ
い」と考え，身勝手な言動をとり，相手の心を痛めレかなしませるようなことがある。生徒の
中には，自分が一人で育ってきたような感覚をもちﾚ湘手の心の痛みが分からない者もいる。
そこで，生徒に，現在自分があるのは，多くの人に支えられて=きたからであることを自覚させ，
他の人に対して感謝と思いやりの心を持って接していこうとする態度を育てていくことが大切
である。
　本資料の活用についても，指導書は次のように述べている。
　　自分の責任を果たさない武を非難しながらも√武の応援に行き,………壁新聞を完成させた班員た
　ちと，温かい思いやりに触れ感激する武の姿が描かれている。活用にあたっては武の心情に焦
　点を当て共感的に捉えさせたい。　　　　　　　　　■■　　■■■　■■■･　■■■
　つまりわがままな主人公武に対するクラスメートの思いやりに満ちた態度に，感動し自分の姿を
反省させるという意図のもとに当資料は構成されでいる。　ケ　。･し　｡･･｡｡｡･･　･｡･｡･｡
　主人公武は「自分のことで頭がいっぱい」「自分め置かれでいくる状況を理解してほしいJTそんな
にせめないで」という思いで教室を後にする。大会ではケガをしながらもカンパリ，約束さえ果た
せない。それに対してクラスメートたちは応援にもきてくれ，壁新聞も完成してくれた。
　武の気持ちは「ありがとう，こんな僕のために」と言い√「みんな」の応援めおかげだ自分勝手だっ
た，それなのに優しくしてくれた」と思い，他の人が示七だ思いやりしに感動し，自分の行動を改善
しようとする。この教材によって自分の身勝手さに対して示した優七さと思いやりに感動し，さら
に自分自身もそのような優しさを身につけることを生徒に示唆する。場合によっては，このような
思いやりと優しさを身に付けることこそ意味があると価値付けている。
　しかしながら，武の壁新聞を放り出して帰る行動が「身勝手トと決めつけることは短絡的と思え
る。武の立場に立てば，つぎの日大切な大会で頭がいプぱいであり√=それをメンバーに充分に説明
していないことが問題とは言えまいか。　　　■　　■■■　　　　　　■■■　■■■■■■■　　］
　社会生活では，実際このような場面は多々あると考えられる。たとえば幼い子どもを持つ母親の
会社の仕事が，休日の前日に立て込んでいるとする。保育園にあずけている子どもが熱を出してい
ると連絡が入り，母親は二刻も早く早退したい。ぞめ時に自分の状況を説明し，何とか埋め合わせ
る案を出して早退させてもらう。その際必要なのは，=自分の置かれている状況とそれを説明し，理
解してもらう努力，さらに受け入れられるような信頼関係があ石風土ではないか。
　指導書によれば，武の言動や気持ちに力点を置いて指導することを示している(11)が，筆者は不十
分に説明されない武の気持ちや言動よりも，あえて，立場を察して武を帰し,:勝手な人間と認識さ
れる態度を受け入れ，応援に行き，学校に帰って壁新聞を仕上げる価値と班の仲間の心の動きが重
要であると考える。相手の言動が班やクラス，特別活動の部活や=クグブなど集団や社会とズレたも
のになってしまう時，個人がそれを充分に説明や「すまない」という反省をしていなくとも，それ
を察し，けがをした状況を見て，あえて壁新聞を学校に作りに行く行動は，簡単にとれるものだろ
うか。その経過こそ道徳的価値があると考えられないだろうか。　　レ
４。道徳的価値としての共感的理解　　　　　　　◇　ぺ=
　本事例では，武の行動を通じて自身の行動やその底に存在す
言動を振り返り，より高い行動と心情の存在を認知することを
????
??
にヽ情を理解し，生徒自らの態度，
的にしていると考えられる。つま
り道徳問題としての武の言動に対し，ジレンマを持たし，自ﾀﾞ身の反省を踏まえてより高い次元を目
道徳教育への心理療法からのアプローチ(4) (斉藤）
指している。これに対して荒木㈲は，次のように述べている。
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　モラルジレンマを用いて道徳判断させる授業では，頭でっかちの理屈っぽい人間を作るので
はないかという疑問が出されている。それに対してコールパークは，感情的側面も動機的側面
も認知構造に規定されると反論している㈲。そしてi認知発達論では，「認知」と丁感情」と
は同じ心的事象の別の側面と，あるいは同じ心的事象に対する異なった視点を表しており，あ
らゆる心的事象は認知的側面と感情的側面の両方を持っていると説明する。心的発達は，認知
的な視点と感情的な視点の両方に認められる構造的変化を反映している。さらにレ「共感は原
初的現象であり，発達とは，共感を作り出すことではなく，それを一貫した道徳的関心にする
ことである」とし，共感の認知構造上の変化が道徳的感情の発達だと述べている。
　確かに武の最初の心情は身勝手であり，試合に出て怪我をし，約束さえ守らず，他の仲間に助け
てもらうことにより，初めて自身の身勝手さと他者のおもいやりを認識する。そこに認知構造上の
変化が存在している。ニ
　しかるに現在のわが国の児童・生徒が置かれている状況で，このように友人が行動してくれるだ
ろうか。斉藤㈲の最近の中学生を対象とした「学校嫌い」の調査によれば，「友達とのつきあいに
気を使わなければならない」「まわりの友人と異なる意見を言えない」などの意見が出されている。
武の行動に対する班のメンバーの行動は非常にめぐまれたものであり，自分に置き換えるには現実
離れしているとの観をぬぐい切れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　犬
　それよりも後に残った友人達が「勝手」と言いながら話し合い，武の心情を思いや机応援にま
で行こうとする変化が，共感の認知構造上の変化として劇的であり，道徳的感情の発達として的を
得たものではないか。
・　しかし共感的理解は前にも述べたように，対人関係上一方的なものではない。その両方が置かれ
ている集団の信頼や受容を尊ぶ文化的風土に関係していると想像される。ではそのような共感的理
解の価値を体験することは，ジレンマを引き起こすために，このような資料のみにたよることは不
可能と思える。
　では，より効果的に共感的理解を体験し，個人の言動にまで持ち上げ，さらに文化としてクラス
集団に形づくるためには技術が必要であろう。ブ例として，上の事例を用いてロールプレイングを
することが挙げられる。つまり生徒たちをグループ分けし，大会を明日に控えた教室で，武とグルー
プのメンバーを決めて，武がこの教材のように帰った場合とメンバーに分かってもらうために，つ
ぎの日の大会がいかに重要か，また自分がどれだけ練習七てきたか，さらにそれを必死で説明する
場面を交互に演じて理解し合う，そのような体験が設定される。その際，それぞれの場面での気持
ちを分かち合うことが重要である。
　そのような体験が，「共感的理解の意味」の感情的理解に繋がるのではないか。
５。おわりに
　相手が感じていることを自分も一緒に共感して理解する共感的理解は，道徳的価値の高いものと
して認識される。それはひとがもっとも大切な人間関係を作るための手段であり，過程であり，目
的である。
　ではそれはどのようにすればできるのだろうか。つぎのような一連の手続きが考えられる。
　①　まず相手の言葉を頭の中で考えるだけでなく，表情や仕種，姿勢に集中して見つめる。どん
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　　な小さな変化を見逃さず，集中大して観察する。△ト………＼j十＼ト＼………ﾚ………J=……＞＼………:j………1
②　それと同時に相手の中で起こる感情にも注意を万=宍向｡=6=･ｾi
I
　い，や=り切れない，怒づているか等で･あ=る。　ｸ:……＼1万:･.j･,jl.゜
③　つぎに自分はどうだろう。ニ相手の中にある感情を
④　何も起=＼こらなければ，相手の言葉をお=うjか返七]に
　　いるかを伝支てみる．∧　　ニ　……………………:.し………]……=ﾚ……=j･j;･.:=.=:･j万一J..J｡，
　⑤　すると相手が状況と感情會語り始めるノうれ=しければ
　　手が自分の中にある怒りめ感情を素直に表現し=でぐれれ
　⑥　感情を表現でき＼ればカタルシスがう∇まれ,∧感情奇縛=づ
　この一連め過程においては,十と＼にかくﾉ自分の対して卜るく相
さらには相手の感情に自分がは興味を持っている.二しとﾉ奇丿態:
うな一連の過程で起こる認知構造上の変化が道徳的感情こと＼し
ならば本数材の主題であるニ｢人間愛,し思いやり｣:の感情は√｣|:
さやﾃｽﾄﾉの不安や友人関係の不安定ざめ中で磨耗しす卜Jる＼
て身につけ，高めることを提案したい。
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